核間位不斉第四級炭素構築法の開発と(+)-Lycopladine A および (-)-Cepharamineの不斉全合成研究 by 市橋 佑介
核間位不斉第四級炭素構築法の開発と







氏 名 (本 籍 )
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月 日
学位授与の要件
研 究 科 ､専 攻
すけ
介 し
博 士 (薬 学)
薬 博 第 460 号




学 位 論 文 題 目
核間位不斉第四級炭素構築法の開発と (+)-1ycopladineAおよ
び (-)-cepharamineの不斉全合成研究
論 文 審 査 委 員
????????
12
論 文 内 容 要 旨

















1,llDisubstituted alkyhtion AsyrmetricQuatemary ketalization
R4



































































































･'ie. ･ ･ 'i e


































































第三章 ｢(+)-LycopladineAの不斉全合成｣では,前述 の非対称化反応 を用い,7-alkoxy-7a-
alylhexahydroinden-2-oneの両鏡像異性体の立体選択的合成に成功したこと,さらに (+)-1ycopladineA
の不斉全合成を達成したことについて述べられている｡非対称化反応による不斉第四級炭素構築法が有
機合成に有効に活用できることを示している｡
第四章 ｢(-トcepharamineの不斉全合成研究｣では,非対称化反応により導かれた合成中間体をもとに,
(-)-cepharamineのBCD環の構築に成功したこと,およびAB環の構築法を確立したことについて述べ
られている｡これらの手法を組み合わせることにより (-)-cepharamineの不斉全合成に繋がる骨格合成
法を確立している｡
結論では,本論文を総括している｡
以上要するに本論文は二つの不斉第四級炭素構築法を開発し,天然物合成に応用し,創薬において重
要となる不斉第四級炭素を含む骨格構築に応用したという研究成果であり,薬学上貢献するところが大
きい｡
よって,本論文は博士 (薬学)の学位論文として合格と認める｡
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